
長期的な視点に立った確かなビジョンを描きます。
当別町は、昭和４８年以降４期にわたり総合的な計画を策定し、これら
の計画に基づき計画的なまちづくりを進め、生活環境を飛躍的に向上
させてきました。しかし近年、人口減少、少子高齢社会の到来、北海道経
済の低迷、町財政の逼迫などにより、当別町は、大きな転換期を迎えて
います。時代の潮流をとらえながら、情勢の変化に対応できる行財政の
あり方が求められており、私たちは、これからの町のあり方を見据え、新
たなまちづくりを考えていかなくてはなりません。こうした考え方のも
と、長期的な視点に立って総合的かつ計画的なまちづくりを進めるため
に、まちの将来像やまちづくりの方向性を定め、今後１０年を見据えた
新しい総合計画を策定します。

協働のもとに、自主自立したまちづくりを目指します。
この計画は、町政の基本的な方向を総合的に示す町の最上位計画であ
るとともに、町民共通の指針としての性格を持つもので、自立したまち
づくりを念頭に置いています。各分野の基本施策について総合的に方
向性を示しつつ、重点的な取り組みは、明確なビジョンと戦略により、町
政の力点として分かりやすく示すものです。具体的な取り組みは、各分
野別の個別計画などにより推進します。

長期的な視点に立ってビジョンを示し、経済社会情勢の変化に柔軟に
対応するため、計画期間は、平成２１年度から概ね１０年
とします。

この計画は、次のような特色を持っています。
①協働や自主自立のまちづくりをめざした、町民が行政とともに行動するため   
　の指針。
②重点的な施策を明確にし、各分野の横断的な戦略を分かりやすく示 
　す計画。
③未曾有の財政危機に直面している現状を踏まえ、これからの町を改めて見
　据えた計画。

当別町総合開発計画 昭和48年度 ～ 昭和54年度

当別町総合開発新計画 昭和55年度 ～ 平成　３年度

当別町第3次総合計画 平成　４年度 ～ 平成10年度

当別町第4次総合計画 平成11年度 ～ 平成20年度

計 画 名 計 画 期 間

まちづくりの計画として最も上位に位置づけられ
るもので、総合的・計画的なまちづくりを進めるた
めの基本的な指針となります。総合計画では、まち
の将来像やまちづくりの方向性について示した基
本構想を定め、その実現のために必要な重点的な
プランや目標を示します。総合計画を踏まえた各
分野の個別計画のもと、具体的な施策や事業を効
果的に行っていきます。

▼地方自治法（第２条第４項）
「市町村は、その事務を処理するに当たっては、
議会の議決を経てその地域における総合的か
つ計画的な行政の運営を図るための基本構想
を定め、これに即して行なうようにしなければな
らない」

総合計画とは ？

これまでの当別町の総合計画
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基本構想編

重点プラン編

●当別町を取り巻く社会情勢や時代背景などを見据え、町の現
　状や特性と特筆すべき課題を示します。
●当別町の将来を展望し、町がめざすべき姿を掲げ、町民が一丸
　となって取り組む方向性を示します。
●「めざす姿」の実現のため、各分野別施策の基本的な方向性を
　示します。

●「めざす姿」を実現するために、今後、概ね１０年間で特に重点
　的に取り組むべき施策を示します。

計画の推進にあたって
●計画の推進管理や評価のあり方について示します。
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